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　3月4日、「北海道新規就農フェア」に出展♪
　道内外から訪れる就農希望者と面談を行いました！

➡記事の詳細は5ページ
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　２月20日、JAきたそらち青年部（駒村剛

史部長）が、JA本所駐車場に「スノーメッセー

ジ」を制作した。

　「スノーメッセージ」は、青年部活動の一環

として毎年、農業者の思いを消費者にPRす

ることを目的に、JA関連施設や管内の道の

駅などに制作している。昨年は新型コロナ対策のため制作を見送っていたため、２年ぶりの制作となった。

　今回は、各支部より19名の部員が参加。部員がそれぞれ持ち寄ったスコップと4色のスプレー（赤、青、

緑、黒）を使い、元プロレスラーの長州力氏がテレビ番組「相席食堂」にて発言しSNS等で“バズった（注

目を浴びた）”名言、『くってみなとぶぞ！』というメッセージと深川市のご当地キャラ『こめッち』を、

高さ約3m、幅約15mの雪山に描いた。当日は曇天で気温が低く、寒空の下での制作となったが、部員

それぞれで声を掛け合い、ときに談笑しながら制作を楽しんでいた。

　「スノーメッセージ」制作を担当した同部常任理事（農政部会）

の亀上健太氏は、「当JAの農産物は我々作り手が想いを込めて

生産しているため、消費者に食べていただければ、その美味しさ

や品質の良さが伝わると思う。まさに“とぶ（精神が飛んでしま

いそうな）”ほどに美味い、“きたそらちの農産物”を皆様にお届

けしたい、そんな想いをこのスノーメッセージに込めた」と笑顔

で語った。
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　3月9日、JAきたそらち青年部（駒村剛史部長）が営農学習会をJA

本所で開催し、55名の部員が参加した。

　同部による営農学習会は、日々の営農に係る栽培技術の向上やリーダー

シップ論など、多岐にわたる内容で毎年開催されており、今年は「無代かき水稲栽培」を主題に、北海道総合研

究機構（道総研）および農業・食品産業技術総合研究機構（農研機構）より講師を迎え、2つの講演が行われた。

　1つ目の講演では、（地独）道総研 農業研究本部 水田農業部長の五十嵐俊成氏が「無代かき水稲移植栽培につ

いて」と題し、無代かき水稲栽培の実施方法や試験圃場における慣行の代かき水稲栽培との比較等を説明。また

五十嵐氏は「無代かき水稲栽培は、土壌の団粒構造が破壊されることがないため田畑輪換には有効的であり、代

かき水による河川の懸濁を防ぐことができる」などとまとめた。

　2つ目の講演では、（国研）農研機構 北海道農業研究センター 上級研究員 鮫島啓彰氏が「無代かき水稲栽培

後の大豆栽培について」と題し、3年間にわたる同センターにおける無代かき移植と代かき移植、乾田直播との比

較などの研究事例をもとに、その収量差などについて説明。また鮫島氏は「粘土質圃場における前年度の代かき

の有無が土壌の排水性、保水性、固さへ及ぼす影響は、大豆栽培前に耕起作業を複数回行ったとしても持続する」

などとまとめた。

　参加した部員は「無代かき水稲栽培について興味はあったが、情報を仕入れる機会があまりなかった。今回の

学習会でメリットとデメリットが分かったので、今後取り入れることがある際には参考にしたい」と感想を述べた。

JAきたそらち青年部

営農学習会で「無代かき水稲栽培」を学ぶ
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第23回

女性部通常総会
　2月20日、JAきたそらち女性部（岡田裕子部長）の第23回女性部通常総会が開催され、部員64名が参加した。

　総会の前の学習会では、一般社団法人 すみれ相続センター代表理事 

近藤充広氏が、「《専門用語を使わない》母と娘の相続・遺言講座」と題

した講座を行った。近藤氏は、過去に起きた実例などを取り上げながら公

正証書の有効性や認知症対策・不動産対策等について詳しく説明し、「い

つどこで、どうなるのか分からない。家族で喧嘩にならないよう、分け方

や取り分を遺言等で決めるなどお金をコントロールすることが大事」と部

員へ呼びかけた。

　総会では、事業報告・決算・

計画議案が原案通り承認さ

れ、令和5年度本部役員が

決定した。新役員は右記の

通り。
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３
月
10
日
、
当
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
（
正
・
准
）
や
そ
の
家
族
で
あ
る
女
性
を
対
象
と
し
た
、Ｊ

Ａ
き
た
そ
ら
ち
女
性
大
学
「
カ
レ
ッ
ジ
あ
み
て
ぃ
え
」
２
期
生
の
卒
業
式
が
挙
行
さ
れ
た
。

　「
カ
レ
ッ
ジ
あ
み
て
ぃ
え
」
は
Ｊ
Ａ
管
内
の
女
性
が
「
食
と
農
」「
く
ら
し
」「
文
化
」
な
ど

の
学
習
を
通
じ
て
、
元
気
な
地
域
づ
く
り
・
心
豊
か
な
仲
間

づ
く
り
を
目
指
し
次
世
代
を
担
う
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
日
は
第
２
期

生
12
名
の
う
ち
10
名
が
参
加
し
た
。

　
卒
業
に
あ
た
り
、
同
大
学
の
岩
田
清
正
学
長
（
Ｊ
Ａ
代
表

理
事
専
務
）
は
式
辞
の
中
で
「
学
生
の
皆
様
は
コ
ロ
ナ
禍
で

も
時
に
楽
し
み
、
時
に
真
剣
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

得
た
知
識
は
人
に
教
え
る
と
記
憶
に
残
り
や
す
い
の
で
、
皆

さ
ん
が
女
性
大
学
で
様
々
な
こ
と
を
学
び
体
験
し
た
こ
と
を

多
く
の
方
々
に
伝
え
て
頂
き
た
い
。
そ
こ
か
ら
何
か
が
始
ま

り
、
大
き
な
実
と
な
り
、
新
し
い
風
が
吹
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　
卒
業
式
で
は
、
岩
田
学
長
よ
り
出
席
し
た
受
講
生
一
人
ひ

と
り
に
、
卒
業
証
書
と
卒
業
記
念
品
で
あ
る
マ
イ
ボ
ト
ル
の

授
与
が
行
わ
れ
、
１
名
が
皆
勤
賞
と
し
て
表
彰
さ
れ
た
。

　
ま
た
当
日
は
、
記
念
講
演
も
合
わ
せ
て
行
わ
れ
、
当
Ｊ
Ａ

農
業
振
興
部 

佐
藤
一
久
部
長
が
講
師
と
し
て
「
食
料
、
農
業
、

そ
し
て
エ
シ
カ
ル
に
」
と
題
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を

振
り
返
り
な
が
ら
外
食
産
業
へ
の
影
響
等
を
説
明
。
さ
ら
に

肥
料
・
穀
物
肥
料
・
燃
料
の
価
格
高
騰
に
よ
る
農
業
の
影
響

も
説
明
し
、
受
講
生
に
「
エ
シ
カ
ル
な
考
え
を
持
ち
、
国
産

や
道
産
の
も
の
を
意
識
的
に
選
び
、
国
民
の
命
を
守
る
農
業

を
一
人
ひ
と
り
の
行
動
で
支
え
て
欲
し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。
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役　職 氏　　名 支　部

部 長 髙田　聡子 雨 　 竜

副部長 三谷　好美 音 　 江

副部長 横川　優子 深 　 川

理 事 宮岸　俊子 イチヤン

理 事 板垣　春美 多 度 志

理 事 白岡　紀美 北 　 竜

監 事 宮崎美由紀 納 　 内

監 事 山内　和美 幌 加 内
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　深川市新規就農等受入協議会（佐々木伸介会長）は3月2日、第２回通常総会をJA本所会議室で開催した。

　同協議会は、深川市内の新規就農受入農家が主体となり、市内における農業の担い手不足や後継者不足の解決

に向け、現在23戸の受入農家や法人が会員として活動している。

　総会の開会にあたり、佐々木会長は「情熱とやる気を持った研修生や就農希望者がこの地域へ根付くことが一番

の目標で、課題でもある。協議会員による効果的な研修の実施や技術指導の向上のため、本年も積極的に研修会

や交流会等を行い、会員同士の意見・情報交換を通じて研鑽を

磨き、また研修生や就農希望者が新規就農するにあたり、関係

機関各所には、入口だけでなく、研修から就農のタイミング、

営農が安定する出口までの一連のフローにおける継続的なサポ

ート体制の拡充へのご協力をお願いしたい」と挨拶した。

　議事では、令和４年度の事業報告や新規就農相談の受付・対

応等の経過報告、令和５年度の事業計画議案等が満場異議なく

承認された。また役員改選が行われ、佐々木会長および神尾誠

副会長が満場異議なく留任となった。

　深川市新規就農等受入協議会（佐々木伸介会長）は２月15日、

「第２回 JAきたそらち雇用就農フェア」をJA本所会議室で開

催した。

　同フェアは、雇用就農への意向や興味を示す新規就農希望者

および(株)深川未来ファーム研修生と、同協議会に法人で参加

する会員等との面談の場を設け、就農先・研修先としての今後

のマッチングに繋げることを目的として開催。昨年の第1回の開

催により、法人就農希望者1名と同ファーム研修生1名がそれ

ぞれ、同協議会員のもとで法人就農に結び付いている。

　今年度は求職側として、道外で開催された新規就農フェアに

て面談した就農希望者1名と、同ファームにて研修中の地域お

こし協力隊員3名、また求人側としては、同協議会から参加の

意向を示した会員3名が参加。求人票や新規就農申込聞取調書

に沿って、希望する就農形態や作物、また雇用条件等について、

直接及びリモートによって面談した。今回の面談結果として、求

職側全員が、求人側である同協議会員のもとでの法人就農や農

業体験、短期研修に繋げられるような形となった。

　求職側として参加した同ファーム研修生は、「これまで研修し

た中で生産者と関わりを持つ機会が少なかったため、今回参加して面談することが出来てよかった。また新規就

農を目指すにあたり就農形態などに迷いがあったが、面談した生産者のもとでの法人就農を含め、自身の就農に

対する方向性に対して考えやすくなった」と述べた。

　同協議会では、今後も同フェアを継続的に開催する予定としている。
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新 風新 風
農家後継者氏

名

年

齢

就
農
年

地

区

経
営
面
積

☆
目
指
す
農
業

宮
田
　
雅
大
　
さ
ん

37
歳

令
和
３
年
４
月

深
川
支
所
　
メ
ム
地
区

　18
・
７  

ha
（
水
稲
、
小
麦
、
大
豆
）

み
や
た

ま
さ
ひ
ろ

　
大
学
卒
業
後
、
函
館
の
企
業
に
就
職
し
ま
し
た
が
、

実
家
の
農
業
を
継
ぎ
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
深
川

に
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
深
川
に
帰
っ
て
来
て
か
ら
は
、Ｊ

Ａ
き
た
そ
ら
ち
の
給
油
所
に
て
臨
時
職
員
と
し
て
働
か

せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
実
家
の
農
作
業
を
手
伝
っ
て
い

ま
し
た
が
、
本
格
的
に
就
農
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
だ
ま
だ
知
識
も
少
な
く
、
技
術
も
未
熟
で
は
あ
り

ま
す
が
、
今
後
さ
ら
に
経
験
を
積
み
、
最
新
技
術
等
も

学
び
な
が
ら
、
よ
り
安
定
し
た
経
営
を
目
指
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　一日
で
も
早
く
立
派
な
農
業
者
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　当JAでは、管内の各行政や関係団体と連携し、道内外で開催さ

れる各新規就農イベントへの出展を積極的に行っている。

　新規就農イベント（「新・農業人フェア」、「マイナビ農林水産

FEST」、「北海道 新規就農フェア」等）は、札幌市や東京都、大

阪府などの中心都市で毎年数回にわたって開催されており、各行政

や農業関連団体、就農支援機関などが出展し、農業に興味を持って

独立就農や法人就農を目指している来場者に直接PR・情報発信・

相談活動ができる場所となっている。

　3月4日に札幌市で開催された「北海道新規就農フェア」では、

当JA管内としては深川市、雨竜町農業地域担い手育成センター（雨

竜町）、北竜町地域担い手育成センター（北竜町）が出展し、行政

や関連団体職員、JＡからは新規就農受入農家および各支所営農課

職員などが参加した。

　深川市の出展では、(株)深川未来ファームのコーディネーター、

深川市農政課職員、JA職員に加え、受入農家として「深川市新規

就農等受入協議会」より馬場勇二氏が参加した。この日は、道内

外より独立就農や法人就農を希望する５組６名が来訪し、希望する

作目や同市における就農条件、また移住サポート等について、各

30分～１時間にわたって面談を行った。

　参加した馬場氏は、「初めて就農フェアに参加し、どのような就農希望者と会えるか楽しみで、また心配もしたが、

しっかりと就農への意思を持ち深川市における新規就農に希望が持てる方と面談できた。行政やJAなどの関係機

関には、入り口の部分としてのフェアの参加に加え、出口の部分における就農サポートを今後も期待している」と話す。

北竜町地域担い手育成センター

雨竜町農業地域担い手育成センター
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　3月3日、ボランティア野菊の会（竹内接子会長）が、多度志地区の保育園と小学校に手作りの笹だ

んごを贈呈した。

　多度志の特産品でもある「笹だんご」は、道の駅やJR深川駅、市内の各イベントなどで販売している。

　この取り組みは「地域の味を子供たちにも伝えていきたい」という想いや、地産地消（多度志で育っ

た作物を多度志で食べる）の意味を込めて、平成12年から毎年桃の節句に合わせて実施している。会

員が丹精を込めて作った71個の笹だんごは、保育園と小学校へ竹内会長が訪問し園児や児童に「みん

なで食べてね」と手渡した。受け取った園児は「ありがとうございます」と元気にお礼を述べた。

【深川支所　正田】

深川支所ボランティア野菊の会ボランティア野菊の会ボランティア野菊の会ボランティア野菊の会
笹だんごを保育園と小学校に贈呈笹だんごを保育園と小学校に贈呈笹だんごを保育園と小学校に贈呈笹だんごを保育園と小学校に贈呈

　2月16日、納内時計台プラザで納内年金友の会（川中裕会長）の令和4年度定期総会

が3年ぶりに開催された。

　川中会長は開会にあたり、新型コロナウイルスの影響により総会や行事等が2年間実施できなかった

ことのお詫びや、早く会員揃って歓談できることを祈念している

などと挨拶した。

　来賓には深川市議会議長 鶴岡恵司氏、納内地区代表理事 �田裕

紀氏が参加。議事では、菅原道廣さんを議長に選出し、令和4年

度行事報告と収支決算、令和5年度の行事計画と収支予算が原案

通り承認された。また、本年は任期2年の役員改選期であったが

全員留任となった。

　例年であれば、総会後に行われる宴会を、今回は実施せず終了後

にお弁当を持ち帰り解散とした。

【金融共済納内支所　盛本】

納内年金友の会納内年金友の会 令和４年度定期総会を開催令和４年度定期総会を開催

米寿のお祝い　生年月日順、敬称略　11名

長谷川メエ、田中悦子、荻原正雄、北野孝治、壷井幸子、

髙村繁美、岩間輝夫、村中穣、野坂健司、谷口トキ子、長尾秀子

金融
共済部
金融
共済部
金融
共済部
金融
共済部
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　2月24日、当JA本所で自分塾2期生10名の修了式が開催さ

れた。　

　自分塾は、職員の仕事や役割等の活動領域を拡げることを目的

として入組5年前後の若手職員を対象とした人財育成の取り組み

のこと。

　開催に当たり同塾長の岩田清正専務が「小学生への食育として

様々な講習や現場での活動を行ってくれたことに感謝したい。参

加した小学生がこの取り組みを大人になった時に思い出し、さら

に皆さんがその思い出の一つになれるのは非常に大切なこと。今

後も自分塾での活躍を忘れずに何事にも前向きに取り組んで頂きたい」と挨拶した。

　当日は、塾生9名と役職員8名、専任講師の石田邦雄氏が出席し、塾生を代表し経済部資材推進課　畠

山倫太朗が食育事業の実績報告として、牧場見学や野菜収穫など1年間の活動を通して”農業の大変さ“”収

穫・出荷・消費者に届くまで“を小学生に伝えてきたことを報告。さらに「全体のリーダーをあえて作らな

かったことで、1人に責任を押し付けることなく各イベントでそれぞれが責任をもって活動を行えたことは、

自分塾そのものの目的である自主性を伸ばすことに繋がった」と活動を振り返った。　　

　また最後に同塾長の岩田清正専務より修了証書の授与が行われた。

　2月24日、当JA本所会議室でサムライ塾2期生の修了式が

開催された。　

　サムライ塾とは、組合員および地域の生涯にわたって近くにあ

る存在のJAであるために「なくてはならない職員づくり」「今後

のJAをより良くするための仲間づくり」を目的として当JAで行

われている中堅職員を対象とした人財育成の取り組みのこと。

　開催に当たり柏木孝文組合長は「今後農協がどのように進んで

いかなければいけないのか、若い方の感覚でそれぞれの想いをプ

レゼンテーションして頂きたい。また、この機会を自身のスキルア

ップに繋げて頂ければ」と挨拶した。

　当日は、塾生7名と役職員8名、さらに専任講師である石田邦雄氏が出席して行われ、塾生一人ひとりが

2年間の研修を終えた感想や今後の想いを発表した。

　その後、塾生を代表し金融共済部融資課　梅村大輔主査が当JAの抱える問題として、若年層の離職問

題や職場の雰囲気に対する問題などを挙げ原因を分析。サムライ塾2期生を中心としたプロジェクトチーム

を設立し、他の職員と共に環境改善に引き続き力を尽くしたいと提案した。

　また、最後に同塾長の岩田清正専務より修了証書の授与が行われた。

総務部総務部総務部総務部

小学生への食育事業を経験
～自分塾2期生修了式～

小学生への食育事業を経験
～自分塾2期生修了式～

活気のあるJAを目指して。
～サムライ塾2期生修了式～
活気のあるJAを目指して。
～サムライ塾2期生修了式～

ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち（7）（7）



　3月9日、青果部会議室で、当JAの20 ～ 30代の職員に向けた『土壌分析に基づいた

施肥設計セミナー』が開催され、各支所営農課や資材課、販売部より17名の職員が参加した。

　セミナーには、ホクレン岩見沢支所職員の安井太郎氏と特任技師の黒澤健治氏を講師に迎え、当JA管内

の土壌の特徴をはじめ、土壌における物理性や化学性といった基礎知識、肥料ごとによる成分量などについて、

基礎から応用までの幅広い内容で講習が行われた。

　また、土壌分析から過剰もしくは不足している成分を算出し、それに見合った肥料銘柄を推奨する一連の

流れや、組合員との施肥設計を、デモンストレーション形式で行うなど、より実践的な講習会となった。

　参加した職員は「実際にデモンストレーションによる講習を

経験することで、組合員対応を行う現場において、土壌分析の

必要性を意識できるようになった」と感想を話す。

　職員ひとりひとりのスキルアップはもちろん、肥料価格の高

騰を受け、これまで以上にコスト削減に対する組合員の関心が

高まっていくなかで、より一層、JA職員が組合員のニーズに

最大限答えていくことの重要性も改めて認識する機会となった。

【資材課　明月】

経済部経済部経済部経済部

　3月9日、当JA本所会議室で、なでしこ塾1期生の修了式が開催された。　

なでしこ塾とは、女性活躍推進塾として女性職員における組合員や地域に貢献する人財を育て確保すること

を目的とした人財育成の取り組みのこと。

開催に当たり同塾長の岩田清正専務は「自分の人生のプラスとなる活動だったのではないかと思う。皆さん

には今後も笑顔で仕事をしてほしい。ニコニコと仕事をしている人は輝いて見える。輝いている職員が集ま

る場所、私たちが目指す農協はそういう場所でなければならな

いと思っている。なでしこ塾で学んだことを行動に移していっ

てほしい」と挨拶した。

当日は、塾生6名と役職員7名が出席して行われ、塾生一人ひ

とりが2年間の研修を終えた感想や今後の想いを発表した。

その後、塾生がプレゼンテーションとして、「当JAの職員同

士が希薄な関係である」「地域での人手の流出や人口減少」「子

どもたちが地元の企業を知らない」等を課題として挙げ、子ど

もたちに将来の就職先の一つとしてJAきたそらちを知っても

らうことを目的とした、小学生対象の職場体験を提案した。

職場体験を行うことで未来の就職率向上だけでなく、職場体験

という一つの目標を共有することにより職員間の連携と協調性

を高め、離職率の低下につなげたいと説明した。プレゼンテー

ション後には、同塾長の岩田清正専務より修了証書の授与が行

われた。

総務部総務部総務部総務部未来への種まき　～なでしこ塾1期生修了式～未来への種まき　～なでしこ塾1期生修了式～未来への種まき　～なでしこ塾1期生修了式～未来への種まき　～なでしこ塾1期生修了式～

若手JA職員向け
「土壌分析に基づいた施肥設計セミナー」を開催
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【著者】石田邦雄（いしだくにお）氏
1946年北海道新得町生まれ。(有)石田コンサルタントオフィス代表取締役、めでる研究室主宰。
国鉄、会計事務所を経て中小企業診断士として独立開業。
現在は社会保険労務士、キャリアコンサルタントとして、組織改革や人材育成に携わる。人と企業
のマッチングを目指し、中小企業大学校を初めJAカレッジなど、多くの団体、企業と携わる。「教
えるよりも考える」、「学ぶより気づく」を柱に、体験学習を交えたわかり易い研修が特徴。著書に「産
業カウンセリング」や「縁を紡ぎ、人を育む」など多数。

「
批
判
集
団｣

で
は
な
く
「
提
案
集
団｣

で
あ
れ

　
去
る
２
月
24
日
、”
中
核
的
人
財
の
育

成
“
を
目
的
に
行
わ
れ
た
サ
ム
ラ
イ
塾
２

期
生
の
修
了
式
を
兼
ね
た
企
画
立
案
の
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
私
が
貴
Ｊ
Ａ
と
「
人
づ
く
り｣

に
関

わ
り
約
４
年
。そ
の
ス
タ
ー
ト
は
こ
の「
サ

ム
ラ
イ
塾｣
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
１
期
生

が
ス
タ
ー
ト
し
２
年
目
に
向
か
お
う
と
し

て
い
た
矢
先
に
予
想
も
し
な
い
事
態
に
。

全
世
界
を
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
へ
と
追
い
や
っ

た
コ
ロ
ナ
禍
で
す
。
研
修
自
体
が
ス
タ
ー

ト
し
て
間
も
な
い
暗
中
模
索
の
時
で
も
あ

り
、
当
初
の
思
惑
が
大
き
く
崩
れ
、
当
時

の
担
当
者
は
大
変
な
苦
労
を
さ
れ
た
の
で

は
と
推
察
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
昨

年
く
ら
い
か
ら
徐
々
に
経
済
が
回
り
始

め
、
よ
う
や
く
研
修
の
方
も
軌
道
に
乗
り

つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た

中
で
の
常
勤
役
員
等
を
前
に
し
た
サ
ム
ラ

イ
塾
２
期
生
の
ゴ
ー
ル
と
い
え
る
今
回
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
立
案
の
軸

は
「
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
を
も
っ
と
よ
く
す

る
為
に｣

と
い
う
こ
と
で
、
令
和
５
年
度

に
は
、
そ
れ
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
を
作
り
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実

施｣

や
「
職
員
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
カ
ー
ド
の

作
成｣

な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
、
結
果
、

「
魅
力
あ
る
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
に｣

く
ら
い

が
落
と
し
ど
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
私
は
そ

の
専
任
講
師
と
し
て
何
か
と
こ
れ
ま
で
も

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
き
た
の
で
す
が
、

と
り
わ
け
彼
ら
に
強
調
し
た
の
が
「『
批

判
集
団
』
で
は
な
く
『
提
案
集
団
』
で
あ

れ｣

で
す
。
た
だ
誤
解
の
な
き
よ
う
に
言

い
ま
す
と
、
け
し
て
「
批
判
が
ダ
メ｣

と

い
っ
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

が
な
い
と
い
う
こ
と
は
む
し
ろ
”
問
題
意

識
の
欠
如
“
の
現
れ
か
も
し
れ
ず
、
あ
る

意
味
、”
流
さ
れ
た
働
き
方
“
に
繋
が
る

可
能
性
が
大
き
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

と
し
た
ら
、
む
し
ろ
建
設
的
な
批
判
は
大

歓
迎
で
、
大
事
な
こ
と
は
「
批
判
の
た
め

の
批
判
に
し
な
い｣

と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
「
提
案｣

に
つ
い
て
も
大
切
な
こ
と

は
前
者
同
様
に
「
提
案
の
た
め
の
提
案｣

に
す
る
こ
と
な
く
、
提
案
を
し
た
ら
「
自

ら
が
ど
う
関
わ
る
か
？｣

を
忘
れ
な
い
こ

と
も
強
調
し
て
。
こ
れ
に
は
「
主
体
性｣

と
い
う
言
葉
が
馴
染
む
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
発
表
の
中
で
の
サ
ム
ラ
イ
の
言

葉
を
借
り
る
と
「
体
現
者｣
と
い
え
ま
す
。

な
お
、
こ
れ
に
加
え
最
後
に
塾
生
７
名
に

訴
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
魅

力
あ
る
Ｊ
Ａ
を
目
指
す
こ
と
は
非
常
に
重

要
だ
が
、
な
ら
ば
『
Ｊ
Ａ
の
魅
力
と
は
？
』

と
聞
か
れ
た
ら
そ
れ
に
キ
チ
ン
と
答
え
ら

れ
る
人
で
あ
っ
て
ほ
し
い｣

と
。
何
故
な

ら
こ
れ
は
”
企
業
の
価
値
観
“
等
に
も
繋

が
り
、
ま
た
今
日
の
若
者
達
の
こ
だ
わ
り

の
一
つ
で
も
あ
る
「
働
く
意
味｣

と
も
重

な
る
か
ら
で
す
。
サ
ム
ラ
イ
諸
君
に
は
そ

の
思
い
を
自
分
な
り
に
確
立
し
、
そ
れ
を

”
周
囲
に
広
げ
る
先
兵
で
あ
っ
て
ほ
し
い
“

と
思
う
か
ら
に
他
な
り
ま
せ
ん
。Ｊ
Ａ
き

た
そ
ら
ち
は
正
・
準
職
員
数
が
２
５
０
名

を
超
え
、
そ
の
組
織
を
変
え
る
の
は
容
易

な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
知
り

な
が
ら
も
あ
え
て
こ
う
し
た
挑
戦
を
す
る

の
は
「
次
代
を
創
る｣…

ま
さ
に
そ
こ
に

こ
そ
サ
ム
ラ
イ
の
役
割
が
あ
る
か
ら
で

す
。
こ
れ
を
進
め
る
に
あ
た
り
組
合
員
の

皆
さ
ん
を
初
め
、
職
員
の
方
々
に
も
何
か

と
ご
協
力
を
あ
お
ぐ
こ
と
が
あ
ろ
う
か
と

思
い
ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
う
し
た
”
組

織
や
人
に
関
わ
る
問
題
“
は
少
子
高
齢
化

の
中
に
あ
り
、今
や「
待
っ
た
な
し｣

で
す
。

残
念
な
が
ら
第
三
者
と
し
て
み
る
と
、Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
全
体
が
こ
う
し
た
社
会
の
流

れ
に
遅
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
そ

の
中
に
あ
り
Ｊ
Ａ
き
た
そ
ら
ち
が
「
働
き

が
い
の
あ
る
労
働
環
境
づ
く
り｣

で
、”
一

歩
前
を
い
く
存
在
で
あ
っ
て
ほ
し
い
“
と

願
う
私
が
い
る
の
で
す
が
果
た
し
て
。

石田邦雄の石田邦雄の石田邦雄の石田邦雄の 農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛農業紡ぎ愛 第26回第26回
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令
和
４
年
４
月
か
ら
、
高

校
の
家
庭
科
で
金
融
教
育
、

い
わ
ゆ
る
「
お
金
」
の
授
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。
具
体
的

に
例
を
挙
げ
る
と
、
家
計
管

理
や
生
活
設
計
、
保
険
商
品
、

数
年
前
か
ら
話
題
に
な
っ
て

い

る
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
や
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ

ｏ（
個
人
型
確
定
拠
出
年
金
）

の
よ
う
な
資
産
運
用
に
つ
い

て
な
ど
、
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー

を
学
べ
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
令

和
６
年
１
月
か
ら
改
正
が
予

定
さ
れ
て
い
る
制
度
、「
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。

　
将
来
に
備
え
て
お
金
を
準

備
す
る
為
に
は
、
事
前
に
資

産
形
成
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
肝
要
に
な
り
ま
す
。
資
産

形
成
に
は
「
貯
蓄
」
と
「
投
資
」

の
２
つ
の
方
法
が
あ
り
、
一

般
的
に
「
貯
蓄
」
と
は
、
銀

行
等
に
預
け
る
な
ど
、
お
金

を
蓄
え
る
こ
と
で
、「
投
資
」

と
は
資
産
に
対
す
る
将
来
の

利
益
を
見
込
ん
で
長
期
的
に

お
金
を
投
じ
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
身
近
な
例
で
す

と
、
株
式
の
購
入
や
投
資
信

託
が
あ
り
、
賃
貸
収
入
を
目

的
と
し
た
不
動
産
購
入
、
事

業
で
行
う
売
上
拡
大
、
生
産

性
向
上
を
目
的
と
し
た
設
備

の
購
入
な
ど
も
「
投
資
」
の

一
種
で
す
。

　
余
談
で
す
が
、
デ
イ
ト
レ

ー
ド
な
ど
の
よ
う
な
相
場
の

変
動
を
利
用
し
て
利
益
を
得

る
短
期
的
な
取
引
は
「
投
機
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
平
成
26
年
１
月
に
ス
タ
ー

ト
し
た
、
個
人
投
資
家
の
為

の
税
制
優
遇
制
度
が
「
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
」
で
す
。
毎
年
、
一
定

金
額
の
範
囲
内
で
購
入
し
た

金
融
商
品
か
ら
得
ら
れ
る
利

益
は
非
課
税
、
つ
ま
り
税
金

が
引
か
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
現
在
、
一
般
枠

と
ジ
ュ
ニ
ア
枠
は
最
大
５
年

間
、
つ
み
た
て
枠
は
最
大
20

年
間
、
利
益
や
配
当
に
対
す

る
税
金
は
非
課
税
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
令
和
５
年
度
税

制
改
正
案
よ
り
、
こ
れ
か
ら

施
行
予
定
だ
っ
た
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
制
度
が
見
直
さ
れ
、Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
制
度
の
抜
本
的
拡
充
・
恒

久
化
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
で
は
具
体
的
に
何
が
変
わ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
大
ま
か

に
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で

す
。

①
ジ
ュ
ニ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
終

了
、
現
行
制
度
の
変
更
に

よ
り
年
間
投
資
枠
が
各
々

で
設
け
ら
れ
る
。

②
非
課
税
保
有
期
間
が
無
期

限
と
な
る
。

③
非
課
税
保
有
限
度
額
が
設

定
さ
れ
、
１
８
０
０
万
円

ま
で
（
成
長
投
資
枠
分
は

１
２
０
０
万
円
ま
で
）
保

有
が
可
能
。

④
口
座
開
設
の
恒
久
化
や
対

象
年
齢
の
引
き
下
げ
。

　
そ
れ
で
は
、
項
目
ご
と
に

詳
し
く
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

　
現
行
の
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
に

は
、
一
般
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、
つ
み

た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、
ジ
ュ
ニ
ア

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
い
う
３
種
類
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。
ジ
ュ
ニ

ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
令
和
５
年
末

で
終
了
し
、
他
の
制
度
に
つ

い
て
は
成
長
投
資
枠
、
つ
み

た
て
投
資
枠
と
い
う
名
称
に

変
更
さ
れ
ま
す
。
加
え
て
、

各
々
１
２
０
万
円
、
２
４
０

万
円
の
年
間
投
資
枠
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
２
つ
の

制
度
は
、
従
来
の
選
択
制
だ

っ
た
も
の
と
異
な
り
、
併
用

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
は
？
」
で
触

れ
た
通
り
、
今
ま
で
非
課
税

で
保
有
で
き
る
期
間
は
決
ま

っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、

今
回
の
改
正
で
そ
れ
が
な
く

な
り
、
後
述
す
る
非
課
税
保

有
限
度
額
内
で
あ
れ
ば
無
期

限
で
投
資
に
対
す
る
利
益
や

配
当
へ
の
税
金
が
引
か
れ
な

く
な
り
ま
す
。

　
成
長
投
資
枠
、
つ
み
た
て

投
資
枠
の
２
つ
を
合
わ
せ
て

１
８
０
０
万
円
（
成
長
投
資

枠
の
対
象
と
な
る
も
の
は
１

２
０
０
万
円
）
ま
で
投
資
商

品
を
保
有
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
金
額
の
管
理
は
簿
価

（
＝
取
得
価
格
）
を
使
用
し
、

こ
の
限
度
額
の
枠
は
、
従
来

の
制
度
と
は
違
い
、
再
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
従
来
は
、
例
え
ば
一
般
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
を
利
用
す
る
場
合
、

年
間
非
課
税
枠
は
１
２
０
万

円
の
為
、
５
０
万
円
分
の
上
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く
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　投
資
の
ス
ス
メ

令
和
５
年
度
税
制

改
正
で
の
変
更
点

投
資
と
は
？

場
株
式
を
購
入
し
、
年
内
に

売
却
し
た
と
し
た
ら
、
利
用

し
た
５
０
万
円
の
枠
を
も
う

一
度
利
用
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
そ
の
年
は
残
り
の
７
０

万
円
ま
で
し
か
非
課
税
に
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
制
限
が
な

く
な
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
他
の
改
正
と
し
て
、Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

た
際
、
投
資
可
能
期
間
及
び
、

口
座
開
設
可
能
期
間
は
令
和

５
年
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
後
は
恒
久
的
に
行

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
成
年
年
齢
が
20

歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら

れ
た
こ
と
に
伴
い
、Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

制
度
の
対
象
年
齢
も
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
本
の
家
計
の
金
融
資
産

の
過
半
を
現
預
金
が
占
め
る

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

金
融
庁
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る

と
、
20
代
、
30
代
を
中
心
に

つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
開
設

が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
金
融
庁
か
ら
は
金
融
に
つ

い
て
基
礎
か
ら
学
べ
る
冊
子

や
動
画
な
ど
が
公
開
さ
れ
て

い
た
り
、
証
券
会
社
な
ど
で

は
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を

積
極
的
に
開
催
し
て
い
た
り

と
、
現
代
の
高
校
生
だ
け
で

は
な
く
、
私
た
ち
も
お
金
に

つ
い
て
す
ぐ
に
学
べ
る
環
境

が
整
っ
て
い
ま
す
。

　
投
資
は
リ
ス
ク
を
伴
い
ま

す
。
正
し
い
知
識
を
身
に
付

け
、
現
在
の
資
産
状
況
と
相

談
し
な
が
ら
、
自
分
に
あ
っ

た
や
り
方
を
探
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
は
？

（10）（10）ＪＡきたそらちＪＡきたそらちＪＡきたそらち



　
令
和
４
年
４
月
か
ら
、
高

校
の
家
庭
科
で
金
融
教
育
、

い
わ
ゆ
る
「
お
金
」
の
授
業

が
始
ま
り
ま
し
た
。
具
体
的

に
例
を
挙
げ
る
と
、
家
計
管

理
や
生
活
設
計
、
保
険
商
品
、

数
年
前
か
ら
話
題
に
な
っ
て

い

る
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
や
ｉ
Ｄ
ｅ
Ｃ

ｏ（
個
人
型
確
定
拠
出
年
金
）

の
よ
う
な
資
産
運
用
に
つ
い

て
な
ど
、
金
融
リ
テ
ラ
シ
ー

を
学
べ
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
今
回
は
そ
の
中
か
ら
、
令

和
６
年
１
月
か
ら
改
正
が
予

定
さ
れ
て
い
る
制
度
、「
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま

す
。

　
将
来
に
備
え
て
お
金
を
準

備
す
る
為
に
は
、
事
前
に
資

産
形
成
を
行
っ
て
い
く
こ
と

が
肝
要
に
な
り
ま
す
。
資
産

形
成
に
は
「
貯
蓄
」
と
「
投
資
」

の
２
つ
の
方
法
が
あ
り
、
一

般
的
に
「
貯
蓄
」
と
は
、
銀

行
等
に
預
け
る
な
ど
、
お
金

を
蓄
え
る
こ
と
で
、「
投
資
」

と
は
資
産
に
対
す
る
将
来
の

利
益
を
見
込
ん
で
長
期
的
に

お
金
を
投
じ
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
身
近
な
例
で
す

と
、
株
式
の
購
入
や
投
資
信

託
が
あ
り
、
賃
貸
収
入
を
目

的
と
し
た
不
動
産
購
入
、
事

業
で
行
う
売
上
拡
大
、
生
産

性
向
上
を
目
的
と
し
た
設
備

の
購
入
な
ど
も
「
投
資
」
の

一
種
で
す
。

　
余
談
で
す
が
、
デ
イ
ト
レ

ー
ド
な
ど
の
よ
う
な
相
場
の

変
動
を
利
用
し
て
利
益
を
得

る
短
期
的
な
取
引
は
「
投
機
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。

　
平
成
26
年
１
月
に
ス
タ
ー

ト
し
た
、
個
人
投
資
家
の
為

の
税
制
優
遇
制
度
が
「
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
」
で
す
。
毎
年
、
一
定

金
額
の
範
囲
内
で
購
入
し
た

金
融
商
品
か
ら
得
ら
れ
る
利

益
は
非
課
税
、
つ
ま
り
税
金

が
引
か
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
現
在
、
一
般
枠

と
ジ
ュ
ニ
ア
枠
は
最
大
５
年

間
、
つ
み
た
て
枠
は
最
大
20

年
間
、
利
益
や
配
当
に
対
す

る
税
金
は
非
課
税
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
令
和
５
年
度
税

制
改
正
案
よ
り
、
こ
れ
か
ら

施
行
予
定
だ
っ
た
新
Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
制
度
が
見
直
さ
れ
、Ｎ
Ｉ
Ｓ

Ａ
制
度
の
抜
本
的
拡
充
・
恒

久
化
の
方
針
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
で
は
具
体
的
に
何
が
変
わ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
大
ま
か

に
ま
と
め
る
と
次
の
通
り
で

す
。

①
ジ
ュ
ニ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
終

了
、
現
行
制
度
の
変
更
に

よ
り
年
間
投
資
枠
が
各
々

で
設
け
ら
れ
る
。

②
非
課
税
保
有
期
間
が
無
期

限
と
な
る
。

③
非
課
税
保
有
限
度
額
が
設

定
さ
れ
、
１
８
０
０
万
円

ま
で
（
成
長
投
資
枠
分
は

１
２
０
０
万
円
ま
で
）
保

有
が
可
能
。

④
口
座
開
設
の
恒
久
化
や
対

象
年
齢
の
引
き
下
げ
。

　
そ
れ
で
は
、
項
目
ご
と
に

詳
し
く
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

　
現
行
の
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
に

は
、
一
般
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、
つ
み

た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
、
ジ
ュ
ニ
ア

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
い
う
３
種
類
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。
ジ
ュ
ニ

ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
は
令
和
５
年
末

で
終
了
し
、
他
の
制
度
に
つ

い
て
は
成
長
投
資
枠
、
つ
み

た
て
投
資
枠
と
い
う
名
称
に

変
更
さ
れ
ま
す
。
加
え
て
、

各
々
１
２
０
万
円
、
２
４
０

万
円
の
年
間
投
資
枠
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
２
つ
の

制
度
は
、
従
来
の
選
択
制
だ

っ
た
も
の
と
異
な
り
、
併
用

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　「
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
と
は
？
」
で
触

れ
た
通
り
、
今
ま
で
非
課
税

で
保
有
で
き
る
期
間
は
決
ま

っ
て
い
ま
し
た
。
で
す
が
、

今
回
の
改
正
で
そ
れ
が
な
く

な
り
、
後
述
す
る
非
課
税
保

有
限
度
額
内
で
あ
れ
ば
無
期

限
で
投
資
に
対
す
る
利
益
や

配
当
へ
の
税
金
が
引
か
れ
な

く
な
り
ま
す
。

　
成
長
投
資
枠
、
つ
み
た
て

投
資
枠
の
２
つ
を
合
わ
せ
て

１
８
０
０
万
円
（
成
長
投
資

枠
の
対
象
と
な
る
も
の
は
１

２
０
０
万
円
）
ま
で
投
資
商

品
を
保
有
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
金
額
の
管
理
は
簿
価

（
＝
取
得
価
格
）
を
使
用
し
、

こ
の
限
度
額
の
枠
は
、
従
来

の
制
度
と
は
違
い
、
再
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
従
来
は
、
例
え
ば
一
般
Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
を
利
用
す
る
場
合
、

年
間
非
課
税
枠
は
１
２
０
万

円
の
為
、
５
０
万
円
分
の
上

「安心」が、私たちの商品です。
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④
口
座
開
設
の
恒

久
化
、対
象
年

齢
の
引
き
下
げ

場
株
式
を
購
入
し
、
年
内
に

売
却
し
た
と
し
た
ら
、
利
用

し
た
５
０
万
円
の
枠
を
も
う

一
度
利
用
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
そ
の
年
は
残
り
の
７
０

万
円
ま
で
し
か
非
課
税
に
で

き
ま
せ
ん
。
こ
の
制
限
が
な

く
な
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
他
の
改
正
と
し
て
、Ｎ

Ｉ
Ｓ
Ａ
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

た
際
、
投
資
可
能
期
間
及
び
、

口
座
開
設
可
能
期
間
は
令
和

５
年
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
今
後
は
恒
久
的
に
行

え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
成
年
年
齢
が
20

歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら

れ
た
こ
と
に
伴
い
、Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ

制
度
の
対
象
年
齢
も
引
き
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
日
本
の
家
計
の
金
融
資
産

の
過
半
を
現
預
金
が
占
め
る

状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

金
融
庁
の
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る

と
、
20
代
、
30
代
を
中
心
に

つ
み
た
て
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
の
開
設

が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
金
融
庁
か
ら
は
金
融
に
つ

い
て
基
礎
か
ら
学
べ
る
冊
子

や
動
画
な
ど
が
公
開
さ
れ
て

い
た
り
、
証
券
会
社
な
ど
で

は
オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を

積
極
的
に
開
催
し
て
い
た
り

と
、
現
代
の
高
校
生
だ
け
で

は
な
く
、
私
た
ち
も
お
金
に

つ
い
て
す
ぐ
に
学
べ
る
環
境

が
整
っ
て
い
ま
す
。

　
投
資
は
リ
ス
ク
を
伴
い
ま

す
。
正
し
い
知
識
を
身
に
付

け
、
現
在
の
資
産
状
況
と
相

談
し
な
が
ら
、
自
分
に
あ
っ

た
や
り
方
を
探
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

日
本
は
投
資
よ
り

貯
蓄
派
が
多
い

①
名
称
変
更
と

　
年
間
投
資
枠

③
非
課
税
保
有
限

　
度
額
の
設
定

②
非
課
税
保
有
期

　
間
の
無
期
限
化
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監　　事　　会

常　務　大久保浩隆
（金融共済担当常務）

常　務　遠藤　康博

組合長　柏木　孝文

専　務　岩田　清正

企 画 会 議
代表監事　仙丸　孝司

常勤監事　中野　隆之
（総務営農経済担当常務）

総　　代　　会
理　　事　　会

監

　査

　室

金
融
共
済
部

●
部
長

　井
上

　正
恵

○
次
長

　伊
藤

　
　強

 

　☆
佐
藤
美
代
子

 

　◇
薄
木

　康
弘

　
　

　〇
太
田

　久
志

　△
白
井

　恵
子

　△
山
田

　雄
樹

　△
谷
内

　健
二

　△
一
戸

　栄
治

　
　松
本

　大
輝

　
　山
田

　睦
未

　△
玉
置

　将
督

　
　千
石

　倖
輔

　
　川
元

　朝
日

　
　清
水

　孝
輝

貯

　金

　課

☆
課
長

　伊
藤

　
　強

融

　資

　課

◇
課
長

　佐
々
木
正
博

渉

　外

　課

◇
課
長

　山
田

　慈
章

　△
江
郷

　逸
人

　△
大
塚

　千
尋

　■
藤
井

　泰
代

共

　済

　課

○
課
長

　若
林

　浩
勝

各 支 所 長

金
融
共
済

音
江
支
所

金
融
共
済

深
川
支
所

金
融
共
済

納
内
支
所

金
融
共
済

多
度
志
支
所

金
融
共
済

雨
竜
支
所

金
融
共
済

北
竜
支
所

金
融
共
済

幌
加
内
支
所

金
融
共
済
課

◇
課
長

　前
田
み
ゆ
き

金
融
共
済
課

○
課
長

　小
野
寺
修
一

金
融
共
済

イ
チ
ヤ
ン
本
所

金
融
共
済
課

☆
課
長

　伊
藤

　
　強

金
融
共
済
課

○
課
長

　盛
本

　隆
一

金
融
共
済
課

◇
課
長

　平
山

　直
樹

金
融
共
済
課

○
課
長

　長
谷
川
正
治

金
融
共
済
課

◇
課
長

　松
井

　修
司

金
融
共
済
課

○
課
長

　本
田

　幸
永

　△
髙
桑

　
　慈

　
　佐
々
由
衣
子

　
　田
中

　里
枝

　◇
伊
藤

　信
一

　△
佐
藤
美
代
子

　△
谷
藤

　葉
子

　△
岡
部
慎
一
郎

　
　蓑
口

　悦
子

　
　山
田
未
来
彩

　
　山
田

　千
尋

　
　明
月

　楓
花

　
　石
田

　夕
美

　△
上
田

　由
香

　△
木
島

　弘
美

　
　浅
沼

　清
枝

　
　上
埜

　祐
輝

　
　古
川

　そ
ら

　△
佐
々
木
美
香

　
　青
栁
ま
り
子

　■
飯
沼
美
智
子

　△
大
久
保
佐
代
未

　
　高
野
あ
ゆ
み

　
　植
田

　
　愛

　■
近
藤
紀
代
子

　△
森
島

　美
希

　
　澤
田
美
加
子

　
　高
橋

　麻
美

　
　青
山

　慶
生

　
　中
村

　
　元

　
　辻

　
　彩
瞳

　〇
小
笠
原

　清

　△
三
上

　妙
子

　△
古
木

　亮
裕

　
　永
満

　陽
子

　
　平
原

　和
泉

　
　佐
藤

　舞
依

　◇
渡
辺

　拓
也

　△
滝
谷

　佳
子

　
　鮫
澤
由
香
里

　
　齋
藤

　悠
介

●
室
長

　竹
原

　優
晴

総

　務

　部

●
部
長

　鈴
木

　親
良

総
務
経
理
課

○
課
長

　佐
藤

　義
幸

融
資
審
査
課

☆
課
長

　川
本

　知
弘

　☆
薄
木

　康
弘

人

　事

　課

◇
課
長

　川
本

　知
弘

　◇
墓
田
真
知
子

　※
佐
藤

　風
夏

　■
中
川

　幹
枝

　△
梅
村

　大
輔

　
　麻
生

　浩
伸

　
　今
西

　志
織

　※
亀
島

　健
吾
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216

82

151
35 17
186

65
52
268

　△
森
島

　直
樹

　△
小
松

　
　努

　△
高
桑

　陵
子

　
　石
野

　亜
美

　
　白
川

　
　航

　
　小
島
梨
里
花

　※
河
端
小
弥
太

農
業
振
興
部

●
部
長

　後
藤

　圭
一

販

　売

　部

●
部
長

　佐
藤

　一久

考
査
役

　島
倉

　恵
一

経

　済

　部

●
部
長

　篠
永

　雄
一

振

　興

　課

○
課
長

　廣
田

　
　淳

営
農
企
画
課

○
課
長

　松
本

　定
幸

米

　穀

　課

◇
課
長

　高
木

　真
樹

農

　産

　課

○
課
長

　秋
山

　眞
輝

資

　材

　課

○
課
長

　高
橋

　直
行

◇
課
長

　丸
岡

　章
一

○
課
長

　武
田

　裕
二

◇
課
長

　前
野

　尚
弘

資
材
推
進
課

◇
課
長

　越
智

　順
哉

燃

　料

　課

○
課
長

　岡
林

　良
幸

　△
伊
藤
あ
ゆ
み

　△
三
浦

　智
子

　△
中
原

　
　淳

　
　松
田

　和
弥

　
　鈴
木

　友
也

　
　堀
口
知
江
美

　※
田
中

　佑
汰

　■
大
路

　範
一

　■
秋
場

　美
雪

　□
宮
脇

　正
博

　■
吉
田

　智
哉

　■
北
清

　浩
美

　△
村
山

　愉
香

　△
齋
藤

　直
寛

　△
佐
野

　雄
平

　
　辻

　
　聖
也

　
　渡
部

　翔
也

　
　和
田

　蒼
士

　
　毛
利

　陽
紀

　※
長
場

　夏
太

　△
山
﨑
江
利
子

　△
土
永

　美
幸

　△
武
田

　恵
理

　△
中
村

　哲
也

　
　白
川

　敬
哲

　
　小
野
寺
萌
香

　
　藤
井
壽
太
郎

　※
竹
村

　汐
海

　■
谷
口

　
　満

　△
堀

　
　了
予

　△
蓑
口

　達
矢

　△
柏
倉

　隆
芳

　
　堀
口

　敦
暉

　
　横
瀬

　路
偉

　■
相
原

　明
治

　△
楠
木

　貴
博

　△
浅
沼

　昭
博

　△
川
本

　雄
太

　
　荒
川

　美
和

　
　谷
内
た
つ
枝

　
　植
田

　隼
斗

　
　藤
川

　憂
也

　■
斉
藤

　利
満

　■
滝
谷

　智
雄

　　△
田
中

　嘉
浩

　
　畠
山
倫
太
朗

　
　小
田
嶋
祐
冴

　
　長
内

　大
貴

　☆
前
野

　尚
弘

　☆
田
中

　大
治

　☆
阿
部

　龍
弥

　△
須
見

　隆
広

　■
鈴
木

　育
代

音
江
給
油
所

◇
▼
加
賀
美
政
俊

　■
玉
手

　
　栄

　■
門
脇

　
　満

　■
田
中

　大
暉

　■
北
村

　将
吾

深
川
給
油
所

　▼
清
水
真
智
子

　
　伊
藤

　真
紀

　■
大
井

　直
幸

　■
古
川

　満
之

　■
竹
内

　
　啓

イ
チ
ヤ
ン
給
油
所

△
▼
田
湯

　幹
也

　※
近
江

　陽
斗

　■
打
譯

　將
樹

　■
輕
部

　
　心

　■
長
澤

　佑
哉

　■
坂
谷
内
雅
恵

（令和5年4月1日）

各 支 所 長

雨
竜
資
材
課

　△
中
川

　留
美

　△
田
中

　大
治

　※
栗
原

　巧
実

北
竜
資
材
課

　△
菅
井

　智
乙

　
　阿
部

　龍
弥

　※
齊
藤

　蒼
斗

幌
加
内
資
材
課

　
　宮
田

　大
輔

　■
清
原

　桂
子

　■
渋
梨
子
香
里

各 支 所 長

青

　果

　部

●
部
長

　宇
野

　誠
一

青

　果

　課

○
課
長

　河
原

　秀
昌

施

　設

　課

☆
課
長

　宇
野

　誠
一

JAきたそらち機構図JAきたそらち機構図

畜

　産

　課

◇
課
長

　中
野

　智
晴

　
　小
野

　裕
之

　
　松
原

　健
太

　
　山
崎

　
　栞

　
　稲
田

　集
哉

　
　大
岡

　由
貴

　■
横
山

　輝
好

正 職 員
準 職 員

計

●　審 査 役◆　参 事 役
○　考 査 役 ◎　課長補佐
◇　調 査 役 ▼　所長・工場長
△　主　　査 ※ 新 採 用

☆　兼　　務

■　嘱託職員
□　無期職員
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JAきたそらち機構図JAきたそらち機構図

各 支 所 長

イ
チ
ヤ
ン
整
備
工
場

音
江
整
備
工
場

北
竜
整
備
工
場

多
度
志
自
動
車
整
備
工
場

雨
竜
自
動
車
整
備
工
場

幌
加
内
農
機
自
動
車
整
備
工
場

◇
▼
齊
藤

　
　剛

　△
川
本

　達
也

　△
東

　
　貴
宏

　△
浅
野

　和
弘

　
　池
田

　琢
也

　
　福
田

　卓
真

　■
青
木

　
　健

　■
前
鼻

　輝
義

　▼
齊
藤

　
　徹

　
　池
田

　浩
平

　■
藤
本
扶
美
子

　■
飯
田

　芽
衣

◇
▼
嘉
屋

　昌
直

　
　青
木

　将
史

◇
▼
宮
田

　光
利

　◇
松
本

　好
人

深
川
支
所

●
支
所
長

　松
山
登
志
生

雨
竜
支
所

●
支
所
長

　松
坂

　修
一

北
竜
支
所

●
支
所
長

　鷲
尾

　公
敏

幌
加
内
支
所

●
支
所
長

　小
野
寺
栄
治

営

　農

　課

○
課
長

　川
田

　博
行

営

　農

　課

○
課
長

　荒
田

　勇
次

営

　農

　課

◇
課
長

　前
田
真
作
之

　△
米
倉

　
　亮

　△
伊
藤

　勝
成

　
　藤
本

　
　篤

　
　佐
野
芙
弥
子

　
　佐
藤

　恭
丞

　※
中
村

　紘
大

　■
志
部
谷
勇
治

　■
木
村
ゆ
か
り

　△
三
宅

　
　創

　△
阿
部

　孝
司

　
　内
村

　奈
緒

　
　山
田

　雅
典

　
　尾
崎

　
　壮

　■
星
野

　忠
雄

　■
長
谷
川
朋
子

　○
小
野

　
　斉

　△
墓
田

　準
也

　△
岩
本
貴
誉
恵

　
　嶺
岸

　智
也

　■
下
津

　竜
次

　■
北
村

　政
子

　■
大
月

　充
士

車
両
機
械
課

○
課
長

　大
橋

　誠
矢

　　
　大
西

　崇
之

　
　松
本

　未
来

　■
森

　
　智
恵

北
竜
給
油
所

　▼
松
本

　成
悟

　
　西
河

　康
浩

　■
板
垣

　宣
治

　■
鷲
尾
美
保
子

　■
明
月

　秀
樹

幌
加
内
給
油
所

　▼
前
田

　義
則

　
　林

　
　圭
二

　■
中
山

　一
雄

　○
渡
辺

　康
貴

　△
正
田

　佳
子

　△
吉
田

　拓
哉

　
　松
原

　幸
恵

　
　荒
井

　悠
志

　
　藤
井

　静
代

　
　石
野

　泰
誠

　
　畠
中

　将
希

　
　戸
嶋

　凌
太

　※
松
本

　隆
史

　※
渡
辺

　理
久

　
　
　

　
　小
島

　和
也

　
　板
見

　秀
二

　■
吉
田
修
二
郎

　■
霜
山

　和
敏

　■
三
村

　佳
久

営

　農

　課

○
課
長

　斉
藤

　
　基

深
川
米
穀
施
設
課

◇
課
長

　上
月

　
　洋

北
空
知
広
域
農
協
連

○
立
花

　政
志（
課
長
待
遇
）

◇
中
川

　大
樹

　冨
田

　貴
浩

（
課
長
待
遇
）

多
度
志
給
油
所

　▼
中
村

　
　勇

　
　田
口

　克
海

　■
三
田

　
　翼

　■
稲
葉

　健
斗

●　審 査 役◆　参 事 役
○　考 査 役 ◎　課長補佐
◇　調 査 役 ▼　所長・工場長
△　主　　査 ※ 新 採 用

☆　兼　　務

■　嘱託職員
□　無期職員

納
内
給
油
所

　▼
竹
田

　
　浩

　■
八
木
橋

　涼

　■
宍
戸

　真
悟
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大変お疲れ様でした大変お疲れ様でした大変お疲れ様でした

長い間大変お疲れ様でした長い間大変お疲れ様でした長い間大変お疲れ様でした

退　職　者退　職　者退　職　者

経済部 車両機械課
青木　健

金融共済納内支所
飯沼美智子

　飯沼美智子さんは旧納内農協に奉職以来42年、
青木　健さんは旧幌加内農協に奉職以来31年ご勤
務いただきました。長い間大変お疲れ様でした。
　なお、飯沼さんは金融共済部金融共済納内支所、
青木さんは経済部車両機械課イチヤン農機整備工場にて、再雇用となります。

JAきたそらち太陽光発電所　発電実績

発電電力

○令和５年2月実績

売電金額　717,400円（40円/kwh）

計画対比

前年対比

17,935kWh 発電電力

○累計（R４.12～R５.２）

36,479kWh
＋7,038kWh

△15,877kWh

計画対比

前年対比

＋5,077kWh

△30,118kWh

◆販売部 畜産課

◆経済部 燃料課

◆総務部 総務経理課

◆経済部 北竜資材課

畑中　聖人

村岡さゆり

平山　幸子

鹿島　友美

◆金融共済イチヤン本所

◆経済部 資材推進課

◆総務部 総務経理課

◆金融共済納内支所

阪井　知世

中村　敦洋

小石川　正

長﨑由香利

　JAきたそらちでは毎年、地球温暖化対策や節電対策の一環として、夏季期間の職員の軽装（クール

ビズ）を行っておりますが、より環境に配慮した省エネ・節電の取り組みを進めるとともに、社会環

境の変化を踏まえ、より働きやすい職場環境を目指す観点から、本年4月より通年で事務所・窓口等

において原則、ノーネクタイ、ノー上着で執務いたします。組合員並びにご利用のお客様におかれま

しては、趣旨にご理解下さいますようお願い申し上げます。

ナチュラルビズの実施について

組合員の動き
（令和5年２月末日）

正組合員

准組合員

正組合員戸数

個人
団体
個人
団体

1,240
103
5,482
271
885

当月末
10
0
7
0
8

脱退
0
1
12
0
0

加入
1,250
102
5,477
271
893

当期首
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クロスワードクイズ
提供元：クロスワード.jp

三月俳句三月俳句三月俳句

２月号の正解は
「マメマキ」 でした。
正解者の中から抽選で３名が選ばれま
した。

深 川 市　　田中　麻矢　様
雨 竜 町　　西谷　咲子　様
北 竜 町　　杉本　育子　様

【送り先】〒074-0015　深川市深川町字メム１０号線山３線5850番地
　　　　 JAきたそらち農業振興部営農企画課　　 ＦＡＸの場合は 0164-22-1228

【ホームぺージ応募フォーム】 URL：http://www.ja-kitasorachi.com/application_form/
※ご本人以外による応募は抽選の対象外とさせていただきます。

応募方法

【タテのカギ】
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物事を軽く見て何の対応もし
ないこと。おろそか。
金額などを自動的に計算する
機械。店で会計の際に使う。
海水や地中からとれる白くて
からいもの。
働く人。
動物の内臓が入っている部分。
おなか。「○○を括る」
職場で働いてくれる人をさがし
求めること。
子どもをあやしたり、世話を
したりすること
演劇・芝居・ドラマ
船を建造すること。
水平・左右の方向。縦⇔○○
新聞・雑誌などで他の報道機関
を出し抜いて重大なニュースを
つかみ、報道すること。特ダネ。  
話し手が自分・相手のどちらか
らも遠く離れた物を指す言葉。
尾が長くちぎれやすい爬虫類。
四足は短いが、動きは素早い。
髪をすいたり、髪飾りにした
りするもの
水が動いて水面に高低ができ
る現象。「さざ○○」「高○○」
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コイ科の淡水魚。コイに似てい
るが小型でひげが無い。食用。
物の正面・前面とは反対の方。
貝や小石やガラスなどを指では
じく遊び。
国の最高権力者。君主。
小さい皿
湯などから立ちのぼる水蒸気が
冷えて、白い煙のように見える
もの
木が沢山集まっておいしげって
いる場所
人員・設備などを増やして機能
を強めること。
数を表す文字。
背中と尻の間のところ
ひとつの言葉の中で高く言った
り、強く発音したりする所
重い物を釣り上げて移動させる
ための機械
日本語を書き表すために、漢字を
もとにして日本で考えられた文字
逃げていく道。逃げる経路。責
任などを逃れる手段

【ヨコのカギ】

正解者の中から抽選で3名様に農協全国商品券をプレゼント。ホームページ応募フォーム・ハガキ・
ＦＡＸで①クイズの答え②住所、氏名、年齢③身近な出来事④農協だよりに対するご意見ご要望を
記入の上ご応募下さい。
締切４月30日消印有効で当選者とクイズの答えは令和５年６月号に掲載します。
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１．関係団体等諸会議について
２．内部監査報告について
３．監査結果概要報告について
４．組合員の加入脱退について
５．営農懇談会の開催日程について
６．第23回通常総代会議長について
７．役員報酬審議会の答申について
８．令和4年度決算資産自己査定結果について
９．令和4年度経営定期点検結果報告について
10．反社会的勢力等との取引状況ほかについて
11．職員の人事及び業務事故について
12．新型コロナウイルスに係る今後の対応について
13．事業評価制度の今後の取り進めについて
14．第7次農業振興計画の中間評価と今後の取り扱い

について

15．JA理事との利益相反取引実績について
16．貸出金の貸付報告について
17．クミカン要精算額の処理状況について
18．クミカン貸越極度額の設定について
19．金融　相談・苦情等対応状況の定期報告について
20．共済　相談・苦情等対応状況の定期報告について
21．令和4年度補正 畑地化促進事業要望額について
22．令和5年産米「生産の目安」の取組状況について
23．令和4年度 飼料自給率向上総合緊急対策事業の

申請・採択結果について
24．令和4年度 農業教育振興基金収支報告について
25．うるち米・もち米の情勢について
26．青果・花き集荷販売実績について
27．経済部事業実績について

１．役員賠償責任保険、身元信用保険及び個人情報賠
償責任保険について

議案第１号　組合員の出資金持分譲渡について
議案第２号　組合員の出資金持分相当額の仮払いにつ

いて
議案第３号　経営基盤強化積立金の取り崩しについて
議案第４号　令和4年度事業決算及び剰余金処分案に

ついて
議案第５号　令和4年度コンプライアンスプログラム

の検証および令和5年度コンプライアン
スプログラムについて

議案第６号　貸出金利率の最高限度及び信用供与の
最高限度額設定について

議案第７号　理事に対する貸出事前承認について
議案第８号　理事に対する貸出承認について
議案第９号　貸出金の貸付について
議案第10号　WCS農協取扱いにおける手数料等の設

定について（案）
議案第11号　畜産販売手数料に係る大口取引対策費

の支出について（案）
議案第12号　R5育苗施設苗価格改正（案）について

議案第１号　令和3年度事業決算及び剰余金処分案に
ついて

議案第２号　貸出金利率の最高限度及び信用供与の最
高限度額の設定について

議案第３号　理事者に対する貸出事前承認について
議案第４号　理事に対する貸出承認について
議案第５号　貸出金の貸付決定について
議案第６号　学識経験役員候補者の選出について
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第１回理事会 〈令和5年2月28日開催〉 以下の事項について決議・承認されました

１．職員の人事について 
２．令和4年度出資増口結果について
３．令和4年度 太陽光発電収支報告について
４．クミカン要精算額の処理状況について
５．再建組合員及び準指導組合員の選定について
６．クミカン貸越極度額の設定及び信用評価と対処方

針について

７．令和4年度不良債権処理方針に基づく回収状況
について

８．令和4年度 農畜産物販売実績及び交付金等を含
む収入実績について

９．令和4年度青果・花き生産振興対策（実績）に
ついて

議案第１号　北海道信連への出資増口について
議案第２号　令和5年度事業計画の設定について
議案第３号　令和5年度　固定資産の取得・修繕・処

分計画について
議案第４号　第23回通常総代会提出議案について
議案第５号　令和5年度　役員報酬の支給について
議案第６号　JAバンク基本方針の変更について
議案第７号　令和5年度不良債権の処理方針について

議案第８号　クミカン貸越極度額の設定及び信用と
対処方針について<再建組合員＞

議案第９号　貸出金の貸付について
議案第10号　令和5年度 賦課金の賦課及び徴収方法

について
議案第11号　系統外販売取引契約について
議案第12号 令和5年度青果・花き生産振興対策（計

画）について
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第２回理事会 〈令和5年３月7日開催〉 以下の事項について決議・承認されました
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金融共済部からのお知らせ

■発行／きたそらち農業協同組合　〒074-0015　北海道深川市深川町メム10号線山3線5850番地　TEL 0164（22）6600　FAX 0164（22）8611
ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｊａ‐ｋｉｔａｓｏｒａｃｈｉ．ｃｏｍ　　■編集／農業振興部 営農企画課　■印刷／株式会社 須田製版

 2248103529

本　　所
音江支所
深川支所
納内支所

TEL 0164-22-6619
TEL 0164-25-1111
TEL 0164-22-2171
TEL 0164-24-2211

多度志支所
雨 竜 支 所
北 竜 支 所
幌加内支所

TEL 0164-27-2111
TEL 0125-77-2331
TEL 0164-34-2280
TEL 0165-35-2024

ＪＡきたそらち
お問い合わせ

ＪＡ共済
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